
味真野自治振興会地域自治振興計画 
 
１ 計画の期間   

令和４年度から令和 6 年度まで 
 
２ 現状 
 （１）人口等 

 人口：４，５７７人  世帯数：１，５９４世帯（令和 4 年３月 1 日現在） 
 （２）地理的状況 

 味真野地区は、緑豊かな地で、越前富士として市民に親しまれている日野山をはじ
め唐木岳、大平山、武衛山など数多い山の麓に広がっています。 
 地区内を流れる鞍谷川、文室川は周辺の田園風景と一体となった自然景観を形成し
ており、豊かな生態系が確保されています。味真野地区はこれらの川によって形成さ
れた県内最大級の扇状地でお茶やブドウの生産が盛んでした。また、湧き水も多く、
治左川の清流には梅花藻（バイカモ）が生育しトミヨも生息しています。 
 交通網では、北陸自動車道武生インターチェンジや国道８号にも近く、令和 6 年春
の新幹線「越前たけふ駅」開業により東京まで直通となり、国道 417 号の冠山トンネ
ルが開通すると中京圏とも近くなります。 

 （３）歴史的状況 
味真野地区は、継体天皇や万葉集などのゆかりの地で、野々宮廃寺跡、五皇神社な

どの古代からの史跡が随所に点在しています。 
中世には、朝倉氏との関係で、鞍谷氏、斯波氏や真柄十郎左衛門直隆、佐々成正な

どの戦国武将が名を馳せ、鞍谷御所跡や武衛山城跡、小丸城跡などの史跡が数多くあ
ります。 

近世には、浄土真宗出雲路派本山毫摂寺の門前町として栄えてきました。 
近年では、万葉集をテーマとした万葉の里味真野苑や万葉菊花園、伝統工芸の打ち

刃物の拠点としてタケフナイフビレッジも整備されました。 
  
３ 課題 

（１）誰もが健康で安心して暮らせるまちづくりをどう展開していくか 
（２）地域で誇りをもって住み続けるための学びの場、憩いの場をいかにつくるか 
（３）数多くの歴史的文化的資源をまちづくりにどう活かすか 
（４）地域活動への参加をどう促すか 

４ 将来像 



（１）住んでいる人が誇りをもって活き活きとしている地域 
（２）人のふれあいを大切にするやすらぎのある地域 
（３）豊かな自然環境が守られ、安全で安心して住み続けることができる地域 
（４）歴史、文化を大切にし、つないでいく地域 

 
５ 目標 

「豊かな自然と歴史・文化ただよう、誇りと愛着がもてる味真野」 
 
６ 基本方針  

（１）地区の文化に触れ、郷土への誇りと愛をはぐくみ、地域の発展に寄与する人づくり 
（２）子どもたちや若者を健やかに育てるまちづくり 
（３）一人一人が健康でコミュニケーションができるふれあいのまちづくり 
（４）支えあい心やすらぐ福祉のまちづくり 
（５）安全で安心な地域をみんなでつくるまちづくり 
（６）花と緑にふれあい、美しい自然環境を守るまちづくり 
（７）万葉の薫りただようまちづくり 
（８）地域住民が主役の明るいまちづくり 
（９）地域住民のふれあい交流促進による強い絆のまちづくり 
（10）社会教育事業の充実と地域の個性を生かした自立的なまちづくり 
（11）自治振興会の円滑な運営 

 
７ 事業実施計画 

別紙 味真野自治振興会地域自治振興計画体系表（令和４年度～令和６年度）のとおり 



4 5 6

地域創生部 地域ふれあい事業 ○ ○ ○

夜間景観ライトアップ事業 ○ ○ ○

納涼祭事業 ○ ○ ○

ふるさとづくり大会事業 ○ ○ ○

地域住民が主役の明
るいまちづくり 地域部 地域施設整備事業 ○ ○ ○

のびのび合宿事業 ○ ○ ○

かるた大会支援事業 ○ ○ ○

青少年標語募集事業 ○ ○ ○

新成人を祝う会 ○ ○ ○

地域ふれあいとびだし事業 ○ ○ ○

こども110番の家整備事業 ○ ○ ○

味真野ふれあい健康まつり事業 ○ ○ ○

地域健康力UP推進事業 ○ ○ ○

地区スポーツ事業 ○ ○ ○

食事慰問サービス事業 ○ ○ ○

ふれあい交流事業 ○ ○ ○

地域福祉推進事業 ○ ○ ○

福祉教育推進事業 ○ ○ ○

生活支援推進事業 ○ ○ ○

安全・防災環境整備事業 ○ ○ ○

防災訓練事業 ○ ○ ○

安全安心啓発事業 ○ ○ ○

地域創生部 ふるさと環境保全事業 ○ ○ ○

町内花壇整備と菊栽培 ○ ○ ○

味真野クリーンアップ作戦 ○ ○ ○

武衛山登山道整備事業 ○ ○ ○

河川一斉清掃事業 ○ ○ ○

味真野の文化の振興事業 ○ ○ ○

味真野再発見の発刊事業 ○ ○ ○

文化祭事業 ○ ○ ○

万葉の味真野・情報発信事業 ○ ○ ○

味真野観光施設整備事業 ○ ○ ○

実行委員会 あじまの万葉まつり事業 ○ ○ ○

社会教育事業の充実
と地域の個性を生か
した自立的なまちづく
り

公民館事業部 社会教育講座 ○ ○ ○

地区自治基本事務事業 ○ ○ ○

自治振興会事務局事務 ○ ○ ○

歴史、文化を大切に
し、つないでいく地域

地区の将来像

「豊かな自然と歴史・文化ただよう、誇りと愛着がもてる味真野」

味真野自治振興会地域自治振興計画体系表（令和４年度～６年度）
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地区の基本方針 担当部門 事業名
実施年度

社会福祉部


